
レガシー

デフスポーツ支援を通したオール東京での
ボーダーレスなスポーツ推進事業

発展途上のデフスポーツについて、スポーツ医学による学術的側面やICTによる技

術的側面から支援し、官学連携による普及啓発を行う。デフアスリートが社会貢献

できる環境を作り、東京都のスポーツ推進と真のボーダーレスを目指す。

No.10
0.9 億円程度

（事業期間2年間）

「スポーツの力」を
すべての東京都民へ

障害者
スポーツ

デフ
スポーツ

健常者
スポーツ

東京パラリンピック

東京オリンピック

支援体制充実化

支援体制充実化

レガシー

認知度や支援体制で
発展途上
①振興
認知度や社会貢献の
場が少ない

②競技力向上
技術・医科学サポート
が乏しい

課題

人
（指導者、スタッフ、
仲間、通訳等）

活動の場
（競技、社会貢献、観戦等）

コミュニケーション
（人、ICT、教育等）

解決のアプローチ 着手する事業

①健聴者&デフアスリート
共同スポーツイベントや
コミュニケーション授業

②学術研究
障害予防、競技力向上

③技術開発
手話支援アプリ・ゲーム

アスリートの価値向上

競技力向上

障害者理解促進

バリアフリーの促進

コミュニケーションの充実

健康増進 etc

スポーツフィールドで
誰もが一つに

レガシーから文化へ

※デフスポーツとは、耳の聞こえない方のためのスポーツを指す



デフアスリートサポート体制の充実化を通じて、ボーダーレスな共生社会形成に貢献。

また、開発されたICT技術を広く一般社会での聴覚障害者支援に役立てる。

○ 競技機会の増加・認知度の向上・デフアスリートの魅力の可視化

• デフスポーツと健聴者スポーツの共同イベントを開催し、スポーツを「する・み

る・支える」者同士のボーダーレスを図る。また、デフアスリートが講師となりコ

ミュニケーションの重要性に関する特別授業を教育機関を対象に実施。

○ デフアスリート支援のための講習会・教育コンテンツによる啓発とICT技術開発

• デフアスリートの研究調査結果を用いて、スポーツ現場スタッフやアスリートに講

習を実施。また、手話をより身近に感じられる動画やデフスポーツの紹介をSNSに

より行い、その中で生じる諸問題をICT技術で支援する。

事業実施による効果

No.10 事業内容の詳細


